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　生体内における生理化学的現象に於て，水の果す役割の重要な事は言うを要しない。
　蛙に於ては，水は通常消化管をへず，直接外界から皮膚をとおして吸収されるため，他の高等
な背椎動物とは異つた水分代謝が行なわれ，又常時水中にあるわけではないから，魚類等ともそ
の水分代謝が異なる，と考えられる。一般に蛙は水中或は湿地上に居る限り，絶えず水を飲み続
けて居る状態にあると云われている（ADoLF；1927）。　ADoLF（1927）によれば，水中にある
Rana　PiPiensは20°Cに於て，24時間の間に体重の31パーセン下に相当する水をg［）むとい
う。一方腎臓の水分排泄機能について見れば，蛙の腎臓は，哺乳類等のそれと異り，尿の塩類濃
度を，血液の塩濃度以上とする能力を持たない（PRzYLEcKI；1922）と云われて居り，　VoG肛の
最近の研究（1949）によれば蛙の腎臓の水分再吸収量は，1分間に1瓦の腎組織当り0．04乃至
0．06ミリリットルで，中には全く再吸収の見られない個体もあると云う。これはPRZYLECKIの
説を裏書するものであつて，かかる再吸収量では24時間中に体重の15パーセン1以上の水を
再吸収する事は不可能であると推算され，従つて再吸収が摂取水分を上回る事はないから，必要
以上に水分が体内に保持されない限り血液より塩分の少い尿が排泄されるのは当然であると思わ
れる。この様に蛙の体内での水の動きを見る時，必要以上と思われる様な水が皮膚からとり入れ
られ，ただ単に体内を通過して居る生きた炉過器の如き印象をあたえる。しかし乍ら実際には自
然状態で蛙は常時水中にある事は稀で，一日の内一定時間水中にあつて；生体維持に必要なだけ
の水分をとつて居るのではないかと思われる。筆者の観察した限りでは，Rana　nigromaculata
は出來るだけ陸上に居るのを常として居る様であり，飼育中のRhacoPhorus　schlegeriでも日
中は常に樹上にあり夜間は一般に常に水中にあつた。これは摂餌と関係があるのであろうが，と
もかく既述の考を裏書するものである。
　高等動物における水分代謝についてはPICK（1946）等，二三の解説が見られ，脳下垂体後葉
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抽出物の作用につき，種々論ぜられて居るが，蛙の水分代i謝に及ぼす影響については論及されて
いない。“ ﾉ膚からのみ”というこの蛙の特異な水分摂取の方法にいちぢるしい影響を及ぼすも
のとして，脳下垂体後葉抽出物のあることは，つとに知られていた（BRUNN；1921）。蛙の水分
代謝，就中，皮膚の作用については，ADoLFの数多くの研究がある（ADoLF；1927，1930，1933）
が，脳下垂体後葉抽出物の蛙の水分代謝に及ぼす影響についてはBRuNN（1921，1943），　STE－
GGERDA（1931），　J・HELLER（1930），　H・HELLER（1945）等の実験があり，脳下垂体後葉の抽出
物，乃至は後葉ホルモ，ン製品を注射すると，いずれの実験でも蛙は一時的に“水腫れ”となるこ
とを見ている。これを発見者の名にちなみ“BRUNNの反応”とH．　HELLER（1945）により名
付けられた。
　この反応は脳下垂体後葉抽出物のうち，子宮平滑筋を収縮さす成分（Oxytocin）の方が1血圧上
昇作用をもつ成分（Vasopressin）より強くおこる，（J．　HELLER；1930）といわれているが，いず
れにせよ皮膚の水分透過率が高まるにもかかわらず，腎臓における尿排泄がそれに相当するだけ
高まらないために“oedema”を引きおこすと説明されている（STEGGERDA；1931）。しかしな
がら脳下垂体鋒葉ホルモンについては，今日まだその成分が明らかでなく，動物により有効物質
含量が異なり，叉抽出されたホルモンが生体内における有噸質と同一であるかどうか，と℃う
ζとも決定されてはいなv・。しかるに在来の実験に用いられた脳下垂体の後葉抽出物は哺乳類に
由来するものに限られ，僅かにH．HELLER（1945）がScyllium　caniculeaの脳下垂体後葉の
抽出物を使用しているにすぎない。よつて蛙の脳下垂体後葉抽1｛物による“BRUNNの反応”の
おこり方につきしらべて見た。ただし蛙の脳下垂体は小に遍ぎるため抽出にあたり前葉，後葉の
　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ分離を行わず，重量も測らずに量は個数にLより標示する事とした。
　本実験は19⑱年6月より9月にいたる間に東京大学理学部大学院に於て故合田得輔教授指導
の下に“脳下垂体ホルモンの作用と光線の影響’を研究せる際その一部として行つた実験であ
る。ここに深甚なる謝意を表する。
　　　　　　　　　　　　　　　II．材料及び方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　供試動物としてはトノナマガエル（Rana　nigromaculata）を用いた。材料は茨城県竜力崎近
辺及び都下国領町附近にて採集せるもの，及び購入せるもの（主として茨城県下産）を用い餌を’
与えずに三日以上水を1～2cmの深さに入れた水槽内で飼育したものを実験に供した。三日以
上たつて使用したのは脱糞の影響を除くためである。実験にあたにては供試動物は一個体つつ，
直径8センチメーFル高さ10センチメ；一　“ルの円筒形硝子容器に，蛙の腹部が浸る程度に水を
入れその中に入れた。温度の調節は特に行わなかったが，室温は最低15°C最高20℃の範囲を
出る事はなかつた。別に行つた実験によれば温度はこの範囲では殆ど影響しない。実験に用いた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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蛙はすべて8乃至15瓦位の中等度の大きさのものを用い注射液作製のための脳下垂体もすべて
この大きさの蛙から捌出した。脳下垂体を別出した蛙の一部は飼育し，7日以上を経過し傷口の
癒着した時実験に使用した。脳下垂体捌出は口腔上蓋上皮を切開，胡蝶骨を前方及び，左右で切
　　　　　　　　　　　　り離し，脳底を現し3そこに見える帯黄白色（個体により大きさ，色に変異あり）粟粒大の脳下
　　　　　　　　　　／垂体を，そのためにつくつた特別のピペッ｝で，間脳を傷けない様に注意して吸い取つた。取つ
た脳下垂体はすべて冷アセ｝ン中に投入，脱水，乾燥し，注射液作製の材料とした。
　注射液は上述の如く，アセトンにて脱水し，乾燥しデシケーター中に貯えて置いた脳下垂体
を，前葉，後葉に別けることなく，そのまますりつぶして粉末となしたものに，0．25パーセント
の酪酸を含む蛙用リンゲル氏液で約30分間室温にて抽出し，その上澄液を用いた。単位は使用
した注射液0．5ミリリットル中に何個分の脳下垂体の有効成分を含むか，という事を基準として
使用し，特にその力価を検する事はしなかつた。
　注射液量は注射される個体の大きさの如何を問わず，常に0．5ミリリットルとし，背部淋巴嚢
内に注射し，’それによる反応は，一定の間隔を置いて，体重を測定し，その変化によりじらべ
Pた。　・
　体重の変化の測定にあたつては，硝子の細管を用いて犀をとり，体表の水分は清浄な晒を以て
ぬぐいとつて，出来る限り誤差を少なくする様にした上で，100瓦の上皿天秤を用いて0ユ瓦ま
　　　　　　　　　　　　　　へで正確に秤量した。
　測定時間の関係から一回の実験に10個体以上の使用は不可能に近く通常5個体以下を使用し
た。叉体重測定前に，硝子の細管を総排泄nより挿入して採尿を行つたのは，脳下垂体の抽出物
を注射した際，多分総排泄口の平滑筋の収縮のためと思われるのであるが，尿が体外に順調に排
泄されず，体内に異常に蓄積する事があり，その量は1瓦を超えることすらあるため，それによ
る体重変化の異常を除去’し，皮膚の水分透過率のみを出来るだけ正確に測らんとしたからに外な
ちなV）。　一
III．実験結果
　【実験1】，トノサマガエルに於ける“BRUNNの反応”
　予備実験として先ず，トノナマガエルに於ける“BRUNNの反応”の有無及びその特徴をしら
べて見た。用いた注射材料は他の実験に使用するため手もとにあつた，アセトンで脱水，乾燥し
た．B顔o　vulgarisの脳下垂体2箇，　Rana　nigromaculataのE図‘F垂体6箇，　Triturus　Pyrrho－
yasterの脳下垂体2箇を乳鉢ですりつぶし0．25パーセントの酷酸を含むリンゲル液1ミリリッ
5ルに懸濁し，その0．5ミリリットルつつを2箇体のRana　nigromaculata　lこ注射したとこ
ろ，表1に示す様な結果がえられた。
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［表1］　ヒキガエル（Bμfo　vulgaris），トノサマガエル（Rana　nigromaCtclata），
．イモリ（Tritarzts　PyrrhOgaster）の脳下垂体各1，3，1個を0．5　mI，リソゲル
氏液（Aa．o．2sy，　ne酸）に懸濁注射せる場合のトノサマガエルの体重矧ヒ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（体重の単位は瓦）
　　　　　注射前の個体番号　　　　　体　　重
?? 11．6
8．3
注　　射
1時間後
13．9
10．1
　同2時凋後
14，7
10．9
　同3時問後 　同4時間後 　同5時問後
14．8．
11．5
14．5
10．8
14．1
10．7
　【実験2】有効物資投与量1こよる“BRUNNの反応”の差異
　予備実験においてR．nigromaculataに於ても“BRUNNの反応”の見られる事がわかつた。
っついて注射する脳下垂体の量の差による，．反応性効力の差を見るためにR．nigromagalata
の脳下垂体の抽出物を，種々な箇数の脳下垂体に由来する有効物質を含む如く調製注射した。実
際に注射液調製にあたつては，個kの脳下垂体が含む有効成分の量的差異を考慮に入れ，多数の
脳下垂体をすりつぶして濃い原液をつくり，それを稀釈してその0．5ミリリッ5ル中に夫k8，
蝿痔》壱畜麺分の脳種体の葡成分撃む様に酬灘調製した。かくし
てつくつた種女な量の有効物質を含む注射液を注射した結果を，表2に示す。
　叉この実験のコン下ロ　一一ルとして，0．25パーセントの酷酸を含む，蛙用リンゲル氏液のみを
O．5ミリリッ｝ルつつ注射した場合の結果を表示すれば表3の如くである。
　第3表に示されるように，酷酸を含むリンゲル氏液のみの注射では，体重の増加が見られない。
したがつて第2表に示された体重の増加は明らかに脳下垂体から抽出されk成分によるものであ
る。その体重の増加率を見るに脳下垂体8箇分の抽出液では20；3パーセント，4箇のときは
17．8パーセン｝．（7個体の平均），2箇では21．9パーセンF（10個体），1箇で17．9パーセン
ト（11個体），2分の1箇で19．0パーセント，4分の1箇で17．3パーセンF，8分の1箇
で19．8パーセント，16分の1箇で14．5パーセン｝，50分の1箇で8．6バーモントであり，
且つ夫kの場合の標準偏差は7パーセント前後であるから，注射液中の脳下垂体の量による差は
みとめられないと見るべきであり，むしろ個体の注射に対する感受性の差の方がはるかに大きい
と云い得る。第2表の一番右の欄に示されている最高体重増加パーセントは体重の最高となつた
時間における，注射前の体重に対する増加率を示したものであるが，体重が最高に達した時間を見
るに，脳下垂体8箇分の有効成分を注射したときの体重が最高に達した時間は注射後2時間と3
時間の間で25時間といいうる。同様の要領で4箇牙を注射したときでは1時間のもの1個体，
1．5時間のもの1個体，2時間のもの．4個体，3時問のもの1個体である。’Q箇分の場合，1
時間は0，1・5時間は2，2時間は4，2．5時間は2，3時間ほ0，4時間は2個体。1箇分の
トノサマカモルの水分代謝に及ぼす脳下垂体抽萬物の影響に就いて
’50?の垂脳の勿蜘06駕70．?π紹翫ルエガマサけ幻
﹇ ?????????
（
島
?
変重体のルエガマサ
??
の
???
せ射注
?m
???????? ??????????????????????????
??
???????」「 ? ?、????
5
????注射せる噛ﾋ物中
ﾉ含まれ
ﾄゐた脳
ｺ垂体の
注射
Oめﾌ量
注射
P時間????
????? ?? ? ?? ???
1 8 【…1…
　　　n14＝1
　8．2　8．9
　7．4　8，4
　9．2　　11．0’
　6．3　7．3
　7．2　8．0
　5．3　6．0「
1刺…i…ii
　M，4＝20．3％
・・98・・P…
8．2　　7．81　7。5
10．6　　10．1　　9．9
’7．5　　7．1　　6．7
7．7．7．4　　！
6．4」　6．3［　　　　　　、
…71…3i・…上・…
　Ml4　＝17．s％
1・・4　1
?
??????
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30’
??????
・・i
52
53：543
　　：L55
56
←
?
???、??
?
????????????
19・5　1　11・・5
　　　n14＝7
9．0
7．8
6．1
7．8
．7ユ
5．4
6．2
7．5
8．8
11．1
??????? ?
10．G
8．7
7．0．
9．1
7，9・
6．5
7．5
9．2
9．8
13．0
n14＝10
??
9．6
8．5
6．6
7．6
．7．8
6．7
7．8
10．7
10，0
9．6
99
8。9
8，5
11。0
7．4
7．8
6．6
11．9
10．4
9．2
7．0
9。1
7．9
7．0
8．5
9．6
10，7
13・51　　13。5i．13．2
　　ナ
TO．4　　10．2
9．1　8．8
6．9．6．6
8．8　8．4
7．9　・「7．7
6．8　6．4
8．3　．7．5
9．7‘ X．8
10．8　10．9
10．q
8，5
6．4
8．0
7．6
9．3
10．2
1 ．9
M14＝21。9％「・
lO．0、．10．0
9．0　9・0
6．6　6。5
7．3　7．1
77　7．5
7，0　6．9
8・1　7・81
11●1　10。8．
10．7　10．6
9．9　10．0
9．6　9．3．
????????1??????????????????
???
9．7
8．9
6．1
6．7
7．2
6．6
7．1
10．5
10．4
8．8
9．3
　　　　　t
7・4k6・716・5i　6・1
8．8
．．9
6．5
7．0
8．4　　8．3　　8．1
7．2　　7．2　　7．1
9．5　9。3
6．4　6．1
　　　7．3
　6．3
???
　　10。5　　　10．3－
　　　a14＝6．26％
6．7
8，2
6．2
7．7
7．3
9．0
9．3
12．2
…｝・・Q
10．1
10．O
Ng．5
9．9
8．3
5．7
6．3
6．8
9。5
9．6
9・1
9．3
　　M王4＝17．9％
1：ll9：gl9：引1：1
，．、1，．。
8．oi7．7
7。3｛7．37，21
　　　　　 6．1
????????
8．7
9，3
11．6
9．1
7［8
8．5
9．3
11．2
σ’
P，＝＝7．SO％・
8．518．2
，．。1・．7
5．7
』’
U．2
6．7
5，9　　　・
6・3??
ρ・0」8・9
9．218．8
8．8　8．4
…「・・8
11・・41…
　　　f　7．7　　7．9　　8．5
　7．1　　7．1　　14．9
　　　．9：1侵1：9
　　　　　　　　　　　　　17．2111。1
　　　1　5．9　26．4
　　　510．Oi　g，8　25．3
　　　i
　　　　　　18・88・Sl15・6
　7．6　　7．6　　17，9
　　　　6．2　14．8
　　　｛7．316。7
　　　「　　　　6．6　11．3
　　　　5．2　29．6
　　　　5．8曲37．1
　　　　　　1
・σ14＝565％
6・6
6．6
5．6
7．5
8．3
9．1
10．’W
???
1：li
8．21
8．8
8．1130，7
S．6　1　23．9
10．9　21．6
7。8　117．6
7，0121．6
5．5　10．0
6．3　15．2
6．8　13．O　　I5。7120．7
6．22616
9．0　』20．7
8（｝3　　．25．9
8．3　16．3
8。9　8．8
　　r6．7旨18．2　　！
6．7　16．2
5．4・14．5
’7．31　9，4・
6．9　12．3
5．9　34．5
6??????
??? ??
??
81
91
????
?????
????????
ie
議。
農学部研究報告第二号
4．9
5．3
7．3
6．6
6．9
8．3
7．9
6．1
6．5
5．6
6．4
6．1　　5．9
6．4　　6．1
8．4　　8．1
8。2　　7．1
ni4　：10
8．3　　8．7
9。3　　9．2
9．0　　8．6
nu　＝3
7．2　　7．8
7，5　　7．5
7．0　　6．9
7，1　　6．7
n14＝4
5．9
5．7
7．8
6．7
8．1
8．9
8．3
7．3
7．2
6．2
6．7
5．7
5．4
7．2
6．6
6．0
5．3
7．3
6．5
1レf14＝19．0％
7。5
、8．5
8．1 8．1
M14＝17．3％
6．9
7．0
6．0
6．5
5．9
6．4
Ml4：＝：19．8二％
…　1・・41・・78・58・・
　　　n・4＝1
「…1…［…1・・5
　　　ni4＝　1
Ml，　＝14．5％
7．4　　7．3
ルrl4　＝8．6％
σ14；6．94％
7．0
8．4
au＝＝6．25％
6．0
6．7
σi4＝＝6．0．％
7
．
7
」
5．3
5．3
7．1
6．8
????
5．9
6．5
5．9
6．3
■24．5
20，8
15．1
24．2
26．1
12．0
13．9
27．9
15．4
25．0
10．9
」…1・4・5
7．2　　8．6
〔表3］　リソゲル氏液（含0．25％酷酸）のみO．5ml．を注射せるときの
トノサマガエルの体重の時間的攣化o　（体重の単位は瓦）
．???? 注射前
の体重
注　射
1時問後
101　　9．2
102　10．9
103　10．6
104　5・41
105　1　7．g　l
、06　17．oi
　　　　［107　　6．2
108　　6．2
　9．7
11．0
10．8
　5．6
　8．2
、7．2
　6．6
　6．7
　同　1　同
2時間後13時間後
　　　1
9．7
10．8
10。7
5．5
8．2
7．0
66
6．5
9．4
10．8
10．6
・5．4
8．0
6．9
6．6
6．4
????ー??????????????
9．2
10．6
10．5
5．3
8．1
6．9
6．5
6．6
9．4
10．5
10．4
5．2
7．8
6．9
6．6
6．6
10．4
5．2
7．8
6．9
　同
7時間後
10．4
5．1
7．7
6．9
　同
8時1問後
10．4．
5．σ
　同　1同
9時間後10時間後
　　　」
10．3
4．9
9．1
10．5
10．3
4．8
7．6
6．8
6．7
6．2
有効成分注射で体重が最高に達した時間は1時間が3，1．5時間は1，2時間は4，2．5時間は
2・3時間は1個体である。2分の1箇では1時間が7，1．5時間が2，2時間が1，4分の
1箇では1時間が2，2時間が1，8分の1箇　1時間が2，1．5時間，2時間が夫k1個体
であ…の結果親る母儲・，歩去，1箇の脳種体の有舷分を謝した・きの
体重増加の極大値には大いなる差異がないにもかかわらず〉極大に達する時間は有効成分の量が
少いときほど早い傾向がある。
　この現象の機構については，現在の知識を以てしては説明し難いが，これについては後で論ず
るつもりである。又この有効成分の含量が反応をおこしうるためには少くとも50分の1箇以上
の脳下垂体を心要とし，8分の1箇で十分であると思われるが，個体による感受性の差を考える
トノサマカエルの水分代謝に及ぼす脳下垂体抽出物の影響に就いて 7
とき，俄に結論を下し難い。
　【実験3】脳下垂体抽出物の脳下垂体別出蛙の水分代謝に及ぼす影響。　　　　　　　　’
本実験に於ては注射液の供試動物脳下垂体そのものに対する直接間接の刺激作用が，“BRUNNの
反応”成立の条件ともなりうることを考慮し，脳下垂体を捌出した蛙に，脳下垂体抽出液を
oedemaをおこすに十分な量注射しその結果を見た。第4表に示すものはその結果である。
　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　［表4］脳下垂体別出手術を施せるトノサマガi）レに脳下垂体抽出物及びリソ　　　，
　　　　　　ゲル氏液のみの注射を行つた後における，体重の時間的変化。（体重単位は瓦）
所　　置
0．5ml．中に
蛙脳下垂体1
個宛を含むリ
ンゲル氏液を
注射
リンゲル氏液
のみ0．5mL
注射
個㈱鏞楓
　111
　112
　113
　114
平　均
6．3
6．7
7．6
6．9
6．9
　ユ21
　122
　123＊
　124
平　均
7．4
7．2
．6．8
7．6
7．3
直　　前
6．5
6．7
7．7
7．｝
7．0
7．5
7．3
6，3
7．4
7．1
1時問後
7．2
7．3
8．5
7．5
7．6
7．8
79
7，0
8．0
7．7
2時間後
6。9
6．9
8．5
7．4
7．7
7．6
80
9．9
7．7
7．6
3時間後
??????
7．9
8．0
7．2
7．6
7．7
4時問後
6．9
6．8
8．7
7．3　’
7．4
7。6
7．9
7．5
7．7
．7．7
5時問後
6．3
7．0
8．3
7．1
7．2
7．8
7．9
7．7
7．4
7．7
　　＊印正常ならず　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　’
　第3表とこの第4表との結果をくらべて見ると第3表に示された，リンゲル氏液のみを注射し
たものでは2時間から4時間で注射されたリンゲル氏液を排泄してしまつたと老えられる。しか
るに第4表に示された，脳下垂体を易咄した撃ではリンゲル氏液のみを注射したときでも，それ
を排泄し得ないし，又脳下垂体抽出物を注射しても更に体重が増すことがない。このことは1＞
皮膚が脳下垂体の後葉ホルモンに対する感受性を失つた。2）脳下垂体がない場合，脳下垂体1
箇分の抽出分だけでは“oedema”をおこすに十分なだけの有効成分のがない。3）脳下i垂体捌出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノは腎臓の排泄能力を完全に失なわしめる。4）脳下垂体易咄は腎臓における水分の再吸収能力を
尚める。以上の4つのうちいくつかの綜合的な所産のために“BRUNNの反応”があらわれなか
つたのであると老えられる。
　しかしながら下ノサマガエル（R．nigromaculata）においては，脳下垂体捌出後少くとも10
日乃至30日は生存せしめることが可能であるが，この実験に使用した蛙は脳下垂体捌出後10日
前後を経過したものなのであつて，筆者の別箇の所見によれば，かかる蛙に於ては筋肉の弾力性
を減じ，且つ孚L濁色を呈し，叉他の諸器管も概してその能力を減じ或いは喪失している様に思わ
れる。例えば腎臓におけるアルカリ性フォスファターゼの作用は，正常蛙の約EiE分である（著者；
未発表）。この酵素は，腎臓における糖の再吸収に関与する≧考えられている　（LUNDSGAARD；
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ユ933，GoMoRI；1941，　BouRNE；1943）のであるから，脳下垂体捌出は蛙の腎臓における，葡萄
糖め再吸収を半減するといいうる。これらから前述の4つの原因のうちの最後のもの，乃ち腎臓
における水分再吸収能力の増加ということは，先ず考えられないことである。他の3つの原因の
夫々の当否は現在の段階では決定しえない。がこのほかに脳下垂体別出が，蛙を“　perm4nent
oedema”の状態としていると云うことも考えられる。
　【実験4】脳下垂体抽出物の連続注射を行つた場合における，蛙の水分代謝。
“BRUNNの反応”をひきおこす有効物質は，脳下垂体後葉ホルモンであると老えられ，且つその
ホルモンは蛋白質の一種であると考えられている。したがつてその連続注射が抗ホルモンを生ず
る等の原因で“BRUNNの反応”に変化がおこる可能性はある。予備実験に於てその傾向が見ら
れたので，そtvをたしか夢るために，既述の方法により0．5ミリリットルのリンゲル氏液（O．25
パーセントの酷酸を含む）中に脳下垂体2分の1箇分の有効物質を含むも．のを1日1回，連続3
日注射して見た。その結果を表示すると第5表の様で，その体重変化の百分率を曲線を以て示す
　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　［表5］脳下垂体2個を連続注射せしときの体重の変化．
　　　　　，　　第一目目の成績（実験数値の上段は体重，下段は注射直前の体重に対する　　　　　一
　　　　　　　　変化の百分率）・
号番
1
辮1性別1注馳前」，tr間後「，㈱後
3時間後
? 　13，99
±　0％
　15．19
＋8．6％
・5．9gl・6．29
＋14・4％1＋16・5％
4時間後
2 ♂±13°
??
　13．5g
＋9．8％
　16。2g
十16．5％
14，3ぎ
＋16．3％
・｝1：陶・｝蹴
・蝋・職・畷・畷1繍i
?「?
　
??
?
?
12・59
±　0％
　14．8g
±　O％
　15．6g
士　O％
　14．8g
±　0％
・L…畿
　1
　13．5g
＋8．O％
　15．99
＋6．8％
　16．5g
＋18．7％
　14．Og
十12。0％
　15．6g
十5。4％
・1X：夏隻1．臨
　13，8g
＋12．2％
　13．8g
十10．4％
　14．99
＋0．7％
　17．2g
＋10．3％
・3．・gl・2．79
＋4・8％1＋1・6％
　14．6g
－1．4％
’17．1g
＋9．6％
　14．2g需
十4。1％
　16．79
＋6．4％
・6．・gl・S．69　1・5．・9・3．69－
＋15・8％1＋12・2％；＋8；6％1－　2・2％
??
???
12
O
????13
T
?????????
?
???????．?
＋’X：9鮎12・践＋織12．（嬉
一4．0％
　13．99
＋6．1％
??????
　16．4g
＋5ユ％
　16．Og
＋8．1％
　23．4g
＋12．5％
16．2gl　16．09
＋9・5％1＋8・1％
　26．39
十26．4％
・i±17卸8・制＋18：1髭
　i13．99?
　1±　O％．圃．1騒
　27．2g
＋30．8％
　18．99
＋6．2％
　15．7g
＋12．9％
・±2°・P鶏＋29：繍1：1隻．路
????ー5??
ー?
????15
R．?
??
???
ー5
S
??
24．6gl　2・．79「22．69
十18．3％1十4J3％1十7．7％
　　　1　　　　　　．　1
＋1X：1外1乙：暮隻1．1乙：畿
15．19i　15．0914．29
＋8・6％o1＋7・9％＋2・2％
22．39・！2・．9gl2・・69
十10．9％十9．0％1十7．5％
　　　・　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　12．79「12．　39　i12．091 11．69112．49112．79　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．99?　i±0％i＋6・9％＋9・5％＋9・5％1｛－6・0％＋3・4％1＋　2・6
．1?F1隻レ1彗：卸隻蔵
　16．2g
十3．8％
　15．1g
＋2．0％
　21．1g
＋1．4％
　18．Dg
＋1．1％
　 3 99
±　O％
　15．8g
＋1，3％
　14．5g
－2．O％
　15，0g
－3．8％
14．Qg
－5．4％
。2P：ζ窮§：義
　　　t
　18．29　　17．6g
＋2・2％r1ユ％
・3．7gl・3．・9
－　1．4％1－　6．5％
　　　12・．4912・．sg　120．・9
＋至・5％1＋書・°％i±°％
　11．7g
＋O．9％
　11．6g
±　0％
　10．99
－6．O％
召種増加
％の平均
i・…％1・・2・・％・…9％1・・2％1…8％1・…％1・2・・％…9％ト…％
トノサマカエルの水分代謝に及ぼす脳下垂体抽出物の影響に就いて 9
　　　　1脳下垂体7個を連続注封せしときの体重の変化
　第二日目の成績
個体番号 性別 搬前堰E時融撒1・囎14時間後1・・撒
1 ・L13・8聾
　　1
2 ?
3 ?
　12．4g
士　O％
　12．Og
±　0％
　14．8g
＋8．8％
15，7gl　16．29
十1ら．4％十19．1％
　16．7g
＋22．8％
13．39　114．’39
＋7・3％1＋15・6％
　13．Og
＋8．3％
　14．Og
＋16．7％
．i繍｝晦
　14．Og　　　13．9g
＋16・7％1＋15・8％
　16．6g
十22．3％
　13．6g
＋9．7％
　13．6g
＋13．3％
・時間後ｫ騰・
4
5
6
7
　　114．59?
　　：±　o％
　　　15。Og?
　　±　O％
　　　14．Og?
　　±　O％
　　123．5g?
　　i±　O％
8 ．♂・
9
10
?
　17．6g
±　O％
?
　　13．Og
　±　O％
? 　20．1g
±　0％
　14．7g
＋1．4％
　162g
＋8．0％
　15．Og
，十3．4％
・17．1g
＋14．0％
　14．7gl　14．5g
＋1・4％i士P％
　17。2g
＋14．7％
　17．2g
＋14．7％
16．69　1　13．59
→－22．3％1　　－　　0．7％
　132g
＋6．5％
　13，3g
十10．8％
　14．49　　　14．2g
－　0．7％－　2．1％
・5．59恒6，2gl・6．・9
＋10・7％1＋15…7Y・・i＋15・0％
　16．99
＋12．7％
　16．6g
＋10．7％
1瑚．蜘＋11：凱
12．19
2．4％
　12．Og
±　　0％
　13．99
－　4．1％
　25．5g
＋8．5％
　21．99
－6。8％
　21．1g
－10．2％
＋iK：8葦幕1＋ま彗：29・61＋圭呈：29∫
　　　　1
　14．1g
十8．5％「
　21．1g
＋5．O％
　14．8g
＋13．8％
　21．8g
＋8．5％
　14．7g
＋13．1％
　22．1g
＋9．9％
　14．5g
－　3．　3％
13．69
2．9％
　　　　　　21．191　22，2g
－10．2％1－　5．5％
11 ?
　19。09
ギ7．9％
　14。4g
＋10．8％
　22．Og
＋9．5％
　18．8g
十6　．．8％
　14．Og
十7．7％
　21．7g
＋8．O％
10・9912・0912・5gl　12・6gl　12・69・12・49
土O％」＋10・1％1＋14・7％1＋15・6％1＋15・6％1＋13・8％
2・．49　1
－8．9％、
　　　　E
　20．Og
－14．9％
　18．4g
＋．4．5％
　13．6g
＋4．6％
　212g
＋5．5％
　18．49
＋　4．5％
　13．Og
±　　O％
19．99
1．0％
・19：9舞i　10．99
±　　0％
体重増加％の平均 ・…％・…3％1・・…％・・…％1＋…％1－・6・・％1一　2．3％
　　　　1脳下垂体万個を連続注封せしときの体重の変化
　第三目目の成績
??? 性別1注射莇塒醸、，撒1R，撒i、醐後1、時間後1、時間後｛，時間後1，，撒：24時蔽
1　　♀
2 ?
3 ?
13．59｛　　　　　15．Og　　　　15．99　　　　16．19　　　　16．1g士　0％…十11．1％　 　　　　　　＋17．8％　　　　　　　　→－19．2％　　　 ＋19．2％
　12．1g
±　0％
4
5
　12．Og
±　0％
　　　13．996i・・％
　　l　　l14・59?
　　1±　0％
・3．2劇『・3。69
十　9．1％1十12．4％
　13．4g
＋10．7％
　13．Og
＋7．4％
13，2gl　13．49　113．39112，79
一ト10．0夕6十11．7％1十10、9夕61十　5。1％
　　　　　　　　1
　15．29　　　15．6g
－←9．3夕‘－1－12．2％
・5，99　1・6，29
＋9・7％1＋天1・7％
　15．2g
＋9．3％
　16．19
十11LO％
　14，5g
・斗一4．3％
　15．99
＋9．7％
　　　　　　15．8gl　15．39　　　14．6g
＋17・0％＋13・3％i＋8・1％
　12．6g
＋4．1％
　12．Ig
±　0％
　14．Og
＋3．7％
　ユ2．79
－5．9％
??
?????
藍隻i　＿　1乙　??
??
　14．1g
＋1．4％
　13．99
土　0％
．1P：畿1－11：㌫隠藪
＿　11　??9ki　＿　16　??9±！　＿　11　??
　15．7g
十8．3％
．1P：1翻．’1：畿L19：畿
　　　　　＋1ｾ：㌫｝＋1窪：9ftナ1鋤二11：9舞
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6
7
8
9
10
11
?
?
?
?
?
「13．6g
±　O％
　20．Og
土　O％
　18．4g
±　0％
　13．09
±　　0％
　19．99
±　O％
♂L1・・践
　　「
　15．5g
＋14．0％
　16．Og
÷17．6％
・襯＋2識
　19．89
＋8．7％
　22．Og
十8．2％
　15．8g
＋16．2％
　22．5g
＋12．5％
　19．89
十7．6％
・ll：き鮎ll：9購：畿
　21．2g
＋6．5％
　22．Og
＋10．5％
　22．Og
十10．5％
・19：呈購：畿ト臨
　15．29　　　14．6g
十11．8％斗一　7．4％
　23．1g
十15．5％
　23．6g
十18．0％
　19．49　　　19。4g
ヂ5・4％1＋5・4％
　13．7g
十〇．7％
　24。Og
十20．O％
　19．59
＋6．O％
・脚・1§：巷隻ヒ　12．99
－0．8％
　21．49
十7．5％
　12．2g
＋11．9％
　20．89　　　19．9g
十4．5％±　　O％
　11．99　　　11．6g
十　9．2％十　6．4％
　13．2g
－2．9％
　22．、2g
十11．O％
　13．29
－3．7％e
死亡
　19．79　　　20．Og
十7．O％十8．7％
12．79
－2．3％
　19．99
±　0％
　11．2g
＋2．8％
　12．4g
－4．6％
　19．99
－1．0％
　11．Og
十〇．9％
　13．1g、
－3．7％
　12．1g
－7．0％
　19．59
－2．0％
　10．6g
－2．8％
体重増加
％の平均 1…5％1・・2・8％…鯛＋…％1…5％1・…％1…8％L・・6％L…％
?
20
，
??????????? ?
5
（Dfirs七day第I　B
（2）secondday第2日
、（3）th；rd　daン　第3∈ヨ
O
O｝234°56789　　　　注舅可後ノ維過時間
第　　1
?
と第1函の様になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　第1図から脳下垂体抽出物2分の1箇牙を3日注射しただけでは，“BRUNN　ID反応”には何
の変化もおこらない，ということが患来よう。第1図における曲線の（1）は注射舞1日における
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1体重増加，（2）は第2日，（3）は第3日の増体重の変化の曲線である。　　　　，　　　　　　‘
IV・考
?．
　以上の結果を考察するに，先ず［実験2〕に於て，験した有効成分投与量について見ると既
に記した如く脳下垂体8分の1箇以上では，’反応の程度及び様式に於て殆ど認め得べき差はな
トノサマカエルの水分代謝に及ぼす脳下垂体抽出物の影響に就いで ，?1
く，それより量は少くても反応程度が減ずるだけで，反応の様式にはちがいはないと思われる’。
乃ち脳下垂体の8分の1箇分の有効成分で反応はmaximalとなりそれ以上では同じ反応であ
ると云い得よう。このmaxima1の反応に於て体重増加の極大は2～3時間に禁て現われる。こ
の事は〔実験1コ及び［実験4］に於ても見得る現象であるが，これをSTEGGERDA、（1931）が
　　NR．　pipiensに於て，J．　HELLER（1930）がR．　esculentaに於て得た結果と比載図示すると，第2
図の如くlcなる。　　　『，．　　　　　　’　　　　　　　1　・
?
????????????
ー
?
、
（D，（2）　R．n19romaCulatn’
　　　（本論文）
（3），　　　R．pipienS
　　　（STEGGERDA；ig3D
（4）ノ（5）　　RLeSCulenta
　　　（HELLER，J；1930）
012345678910目の　　　注射後ノ維過時間
第　　2　　図　’
　図に於て曲線（1）は［実験1］の結果であり，同じく（2）は〔実験4］の脳下垂体2分
の1箇を注射したときの11個体の体重の変化の平均を曲線どして示したものである。（3）は
STEDGERDA（1931）のR．　pipiensにpitressinを0．3～0．5ミリリットル注射した場合の体重
変化（この場合の力価については記述がない。）であり，（4）は」．HELLER（1930）のR．　escu－
lentaにParke－Davisのー　pituitrinを2単位及び20単位を注射した場合の両者の平均であつ
て，2単位でも20単位でも，その反応に本質的な差は見られない様に思われるからここでは一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　－緒にして示した。（5）は同じくJ．HELLERのR．　esculentaにpitutrinを10分の1単位つ
つ注射した場合の体重変化の平均の曲線である。この第2図を見て気づくことは，R・nigroma－
culataではR．　pipiens及びR．　esculentaにくらべて，体重増加の最高に達する時間が早い
様に思われることである。乃ち前者では注射後2～3時間で，後2者では4～5時間で体重増加
が最高になつている。これはこの実験の場合と，STEGGERDAやHELLERの場合とで，注射した
有効物質にちがいがあること，つまりこの実験では蛙の脳下垂体から直接抽出しただけであり，
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STEGGERDAやHELLERの場合は一応精製したしかも牛の脳下垂体由来のホルモンを使用してv・
ることのちがいがあるため，1）牛と準の脳下垂体では有効成分がちがうの魁2）精製の過程で
反応を促進する様なpitre3sinやpituitrin以外の他の有効物質が失われてしまつたか，という
様な可能性も考えられる6
　しかしそのほかに供試動物がちがうということの方がかかる差のより大いなる要因きりうるの
ではないかと思う。この点については省再検討の要がある。尚曲線（1）と（2）の体重増加率の
ちがいは（1）は6月に行われた実験であり，（2）は9月に行われた実験である。したがつて
（1）の場合は所謂“sum皿er　fro9”であり，（2）は“winter　frog”であって，この“summer
frog”と“winter　frog　”ではpituitrinに対する感受性が前者の方が，後者より大であり，
且つ反応様式には差はないというこ≧をJ・　HELLER（1930）がいつているが，（1）と（2）のち
がいはこの老えによつて十分に説明しうるものと思われる。
　叉〔実験3］　における，脳下垂体を捌出せる蛙で“BRUNNの反応”のあらわれなかつたこ
と，及び実験実施の時間だけでは，コントロe一ルとして注射した，リジゲル氏液のみをも排泄し
得なかったことと考え合せると，既に前項に於て考察した様に，脳下垂体を別出して10日位経
過した蛙では・皮膚の水分吸収能加も，腎臓の排泄能力も低下して，“permanent　oedema”の
状態となり，脳下垂体抽出物に対しても完全に感受性を喪失したものと見なければなるまい。こ
のことは別に行つた各臓器の水分含量からも考乏うることである（筆者；未発表）。
　〔実験4〕　に於て，3日間の脳下垂体抽出物の連続注射で感受性の変化がおこらなかつたこと
は，この実験が抗ホルモン生成の可能性を否定することにはならないが，少くともかかる短期間
では影響なきことを示し得たにとどまる。したがつて同一個休を用いて脳下垂体抽出物の投与量
の，量的差異による体量変化を追求しうると思われるが本実験〕6’．ea，それを行なわなかつた。
V．摘 要
　　1）R・n，igromacalataにR．　ni．crromaculataの脳下垂体全体の抽出物を注射せるとき，脳
　下垂体後葉ホルモンによ？ておこる，“BRUNNの反応”が見られ，抽出物注射後2乃至3時間
一で体重増加は極大に達し，これは同属の他の種に後葉ホルモンを注射せる場合に比し，1乃至2
　時間，極大に達する時聞が早い。
　　2）R・nigromαculataの脳下垂休は16分の1乃至50分の1で，　R．　nigromaculataの
　“BRUNNの反応”をおこすに十分であり，8分ユの箇をこえると～反応はmaximalとなつて
　それ以上では反応の形式に変りはない。
　　3）脳下垂体を捌出した，R．　nigromaculalaでは，“BRUNNの反応”は見られないが，こ
　れは脳下垂体捌出後10日もたっと，‘lpermanent　oedema”をひきおこすからだと考えられ
トノサマカエルの永分代謝に及ぼす脳下垂体抽萬物の影響に就いて 13
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　4）脳下垂体抽出物の3日聞の連続注射では，R．　nigro〃zaculataの“BRUNNの反応”は
何等の影響もうけない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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